
都心キャンパスに通う大学生の地震防災に対する認識と行動に関する研究
－その２ 地震・防災に関する意識と体験に注目した分析－
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地震防災 都市型 防災行動

大学生 災害履歴防災意識

§１ はじめに

前報に続き、大学生がどの程度自ら判断して防災対応

できるのか、特に大学との関わりに的を絞り、災害対応

行動や防災意識についてアンケートから現状を明らかに

した。本報では地震・防災に対する意識、防災に関する

体験、大学の環境について報告する。

§２ 地震・防災に対する意識

入学時に全員配布される冊子 に、地震の初期対応や１）

避難場所、警戒宣言時の対応について掲載があることを

知っている学生は、全体のわずか ( )しかいなか4% n=325
った。大学から学生に向けた防災に関する唯一の広報で

あるが、有効な情報手段となっていない現状が明らかと

。なった。この傾向は学部別、学年別ともに差はなかった

、次に地震防災の関心の有無とそのきっかけを聞いたが

冊子の情報を知らないからといって興味がないわけでな

く、全体の ％の学生が関心があると回答した。そのき62
っかけは、 のように｢阪神･淡路大震災｣をあげた人が図１

多く、ついで｢テレビを見て｣｢未来の地震の可能性｣｢授業

から｣などをあげている。学部別では、 のように住居図２

学科の学生が ％と最も関心が高く、関心をもったきっ78
かけの２番目に学習をあげているのが特徴である。

図１ 地震防災に関心をもったきっかけ

図２ 学部(学科)別にみた地震防災に対する関心

次に、大地震により自分が被害を受ける危機感は全体
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の ％があると回答した。なかでも住居学科の学生が抱67
く危機感は高く に上った。80%

また、大学内で地震に遭遇したら、帰宅経路や家族と

の連絡方法について家族や友人と話をしたことがあるか

をたずねたところ、家族や友人いずれとも話をしたこと

がない学生は全体の に上った。学年別では､ のよ42% 図3

うに約 の 年生は少なくともいずれかと話をしている。65% 4

図３ 学年別にみた家族や友人との話合いの有無

§３ 防災に関する体験

のように体験者は であり、内容3.1 災害体験 図４ 6%
は地震(北海道南西沖地震や阪神・淡路大震災、鳥取県西

。部地震など)が一番多く､ 臨界事故などもあげられたJOC

図4 災害体験の有無(左図)･体験した年齢(中図)･体験した災害種別(右図)

地震災害体験者から体験談を聞いたことがあるかにつ

いては、｢聞いたことがある｣ であり、うち (全体38% 70%
では )が阪神・淡路大震災の体験談と答えている。誰27%
から聞いたかについては、｢友人から｣が一番多く､次いで

｢祖父母から｣であった。 に結果を示す。図５

図５ 地震災害体験談の聴講

大学で地震に関する講義を受けたこと3.2 防災教育

が｢ある｣人は全体の ％であった。学部別にみると、住22
居学科では約 割が講義を受けたことがあるが、他学部で9
は約 割が講義を受けたことがないという結果が特徴的で9
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ある。住居学科以外の学生が受けた講義名をみると､理学

部の地学の他は、総合科目や教養特別講義などたまたま

地震の内容を取上げた講義が多く、年度毎に講座が変わ

るため、継続的に次の学年も受講できる科目ではない。

次に、地震防災の情報は の人が入手し、利用媒体90%
は｢テレビ・ラジオ｣ 、｢小中高大の学校｣ 、｢新88% 61%
聞｣ 等である。市民調査 ではマスメディアが大きな39% ２）

情報源とされている。

全体の が防災館を利用したことがあり、利用したこ9%
とはなくても存在を知っているのは 、知らない人が18%

となった。学部(学科)別でみると住居学科では一部73%
の学生が授業で防災館に行っていることもあり、他学部

の２倍以上が行ったことがあると回答している。

13%大学入学後の災害訓練参加状況については全体の

が参加しており、そのうち｢学生会館やマンションなどの

防災訓練｣が ( )と最も多かった。44% n=46
非常持出品は全体の が3.3 家庭での取組み状況 61%

準備し高い結果となったが、実家居住の学生が多い(全体

図6の )ことが影響していると考えられる。準備物は81%
のように食料品や飲料水、ﾛｳｿｸ･ﾏｯﾁ･懐中電灯といった身

近に用意しやすく必

要性が予想しやすい

物をあげている人が

多かった。一方静岡

県の調査 では上記２）

の他に携帯ﾗｼﾞｵや手

袋､ﾍﾙﾒｯﾄ､ﾃﾝﾄなど本

格的な物も高い割合

図６ 非常持出品の内訳(複数回答)で準備されていた。

地震に備えた家具類の固定は、固定してない人が全体

の を占めたが、 のように市民調査 との比較か49% 図７ ２）

ら、比較的実施をしている方である。固定しない理由は

のように｢手間がかかるから｣が一番多く、｢借家だか図８

らできない｣｢方法がわからない｣となっている。

図7 家具類の固定の実施 図8 家具類を固定しない理由

§４ 大学の環境

年 月に教職員対象の避難訓練が行われたが、全2003 12
学的な実施設定ではなかった。これまで学生参加の全学

46%的な避難訓練はない(寮地区は別途実施)が、全体の

が訓練を望み、学年別では ､ 年生は 程度が希望して1 2 50%
いるが、 ､ 年生はそれより約 低い希望となっている。3 4 10%
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また、大学にいる時に地震が起こった場合、全体の

が知りたい情報があるとしている。学部(学科)別に71%
は差はないが、学年別では上級生の方がやや低い回答と

なった。その内容は、｢避難場所｣｢自分の取るべき行動｣

｢大学の対応｣に関する回答が多かったが、このうち避難

場所や自分が取るべき行動の一部は、先の冊子 に掲載１）

されている。しかし、上述のように多くの学生が避難場

所を認識していなかったり、冊子に防災情報が載ってい

ることを認識していないことから、学生に対する防災情

報の伝達方法を再考する必要があることがわかる。

大学内で危険だと思うことあるいはその場所があるか

を聞いたところ、全体の が｢ある｣と回答した。90%
具体的な場所は、 のように｢ 館( 年竣工)｣図９ So 1926

｢実験室・研究室｣｢全体的(狭い土地に建物が密集してい

るので危ない)｣の順で多く見られた。当該キャンパスは

敷地が狭く建物がひしめき合っている感じがぬぐえず、

さらに竣工後間もない｢高層棟( 年竣工 階建)｣があ2001 ,12
るので、｢全体的に危険である｣という声が多かった。高

層棟については｢高層なので危ない｣という意見と、｢新し

い建物だから危険でない｣という二つの意見にわかれた。

図９ 大学内で危険だと思うこと・場所(複数回答)

またこの回答は日頃自分が使っている場所をあげる学

生が多く、学年別にみると ～ 年生は｢ 館｣が最も多い1 3 So
が、 年生は実験室･研究室が最も多い結果になった。4
§５ おわりに

大学の中で学生の地震防災対応力を調べた結果、十分

でないことがわかった。しかし防災に対し無関心なので

はなく、興味があっても情報入手手段がわからないとい

う問題が顕在化した。既存の市民調査と比べて関心はあ

り、自宅での取り組み状況も比較的良好である。住居学

科の学生が学習による効果をあげてきたことからも、大

学側から学生への情報発信の方法と内容の再考により、

実効があがるものと考えている。

【引用文献】

1 N 2001 pp.28 30 2001 .) 女子大学：学生生活案内 ， ～ ， 年度
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